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お近くのドラッグストア
一般の薬局で買うこと
ができます！

皆さんから納付いただいた介護保険料で、国に指定さ
れた負担額を納めています。
介護保険料は全国の市区町村に配分され高齢者の介護
の費用として使われています。

介護保険料率は、負担額の増加により1.６４％
と１.４ポイントの引上げとなりました。

第１６１回ダイハツ系連合健康保険組合会【２月２２日（月）開催】において平成２８年度予算が承
認されました。
全国の健保組合は、医療の高度化や高齢化社会の進展で膨らみ続ける医療費を支えるための
国への拠出金負担により危機的状況にあります。
多くの組合が保険料率を引上げる中、当組合は、平成２８年度も各種財政施策を講じると共に、
継続的な自助努力を行い１０％の保険料率を維持します。
しかし、団塊の世代が高齢化を迎えた今、医療費と国への拠出金負担は今後も増加が見込ま
れ、健保財政が破綻の危機に直面していることに変わりはありません。
支出が収入を上回り、大切な組合財産の繰入や国や上部団体（健保連）の補助金により収支バランスが取れている状況です。
（全国の健保組合の約７０％が経常収支赤字であり、当組合同様の状況に苦しんでいます。）
景気の低迷と消費税増税による社会保障費政策（国の医療制度改革）が延期、実行されないため、今後も厳しい財政状況が続く

ことが予想されます。
事業主の皆さま、組合員の皆さまにおかれましては、引き続き健保組合へのご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

健康保険予算

介護保険予算

医療費と拠出金で保険料収入を４億４００万円超過

皆さんからお預かりした保険料
の５５％は組合員とご家族の医
療関係費に使われます。

皆さんからお預かりした保険料
の実に約半分（５２％）を国全体
の高齢者（６５歳以上の方）の医
療費を負担のため国へ拠出す
る状態になっています。

保険料を超える支出超過分を前年度決
算残金2億9,817万円や組合財産2億
2,387万4千円、国や上部団体（健保連）
からの補助金8,869万3千円でカバー

健康保険料　５7億9,536万9千円

前年度決算残金からの繰越
2億9,817万円

保健事業
9,808万8千円 事務所費

７,652万9千円

国・上部団体からの補助金
８,869万3千円

その他の収入
7,465万4千円

経常収支差引額　▲5億7,664万5千円

収入合計額　６4億8,076万円 

支出合計額　６4億8,076万円 

保険給付費（医療費、現金給付費）
３1億9,841万6千円

高齢者のための国への納付金
30億128万2千円

その他
7,444万5千円

予備的費用
3,200万円

平成２8年度予算概要
（各種基礎データ） 健康保険料率＝１０％

事業主＝５．３９％ 被保険者＝４．６１％

平成２8年度予算概要（各種基礎データ）
介護保険料率＝1.64％

事業主＝
０．82％

被保険者＝
０．82％

平成２８年度適用状況
年間平均被保険者数

平均年齢

平均標準報酬月額

平均年間賞与額

12,115人

３7.05歳

319,620円

1,147,000円

平成２８年度適用状況
介護保険対象者
介護保険納付対象者
平均標準報酬月額
平均年間賞与額

6,497人
4,584人

374,605円
1,390,000円

介護保険予算総額　4億4,431万2千円

介護保険料収入
その他収入
財産（法定準備金）
からの繰入

収　　　　入
介護保険納付額
その他支出

支　　　　出
4億4,107万4千円

323万8千円
4億2,707万5千円

６万７千円

1,717万円

財産（法定準備金）からの繰入
2億2,387万4千円

厳しさを増す健保財政に皆さまのご理解・ご協力をお願いします！！
みんなで『医療費節約』に取り組みましょう！

今回のテーマはこれ！！ 【OTC医薬品の利用】
ちょっとした体の不調に。

病院の長い待ち時間でもらっていた
薬が手軽に買えるように

なっています。

OTCとは、Ｏｖｅｒ Ｔｈｅ Ｃｏｕｎｔｅｒ：オーバー・ザ・カウンターの略で、
カウンター越しに薬を販売するに由来します。
医師に処方してもらう「医療用医薬品」のうち、使用実績が十分あり
副作用の心配が少ないなどの条件を満たした医薬品を、薬局やドラッグ
ストアで自分で選んで買えるよう「一般用医薬品」として認可・転用（スイッチOTC）されたもの。

医師に処方してもらい薬局で薬をもらう場合は、窓口で 1～ 3 割の自己負担になります。その中には、
薬の値段以外にも「初診料・再診料・検査料・処方せん料・調剤料・管理料」などいろいろな料金が含
まれています。
一方、OTC 医薬品は市販薬なので薬代は全額自己負担でも、医師の処方が不要のため、風邪などの軽
症で薬を飲みたい場合などは自己負担が安くなるメリットがあります。

負担は減りますか？

「要指導医薬品」「第 1 類医薬品」は販売に先だって薬剤師が相談を受け、書面で当該医薬品の説明を
行うことが義務付けられているので安心して利用できます。
薬剤師とは国家資格を持った薬の専門家です。

薬の知識がなくて心配です・・・

医師が処方する医療用医薬品でも
「ジェネリック医薬品」にすることで
医療費節約ができます。

ここもチェック！
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